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1 はじめに

単振動は高校物理で基本となる運動です．大学に入学したばかりで本格的に大学の物理を学んでいない新一

年生でもおなじみではないでしょうか．単振動は高校生でも扱える簡単な現象で一見，面白味がないように思

えるかもしれませんが，現実の複雑な物理現象もこの単振動を通して理解できることが多々あります．本講演

では新一年生向けに高校で学習した単振動を用いて，大学の物理を感じることができるお話をします．

2 講演内容

本講演では，結晶の格子振動を単振動のひとつの応用という視点から見ることを目的とする．はじめに単振

動の復習から始め，質点の連成振動を考える．ここから連成振動系の解は独立な平面波の重ね合わせで表せる

という重要な結果が得られる．隣り合った原子のみが相互作用するというシンプルな結晶のモデルを 3次元の

連成振動系としてとらえることで，結晶を構成する原子の振動によるエネルギーそして比熱を求め，実験と素

晴らしい一致をすることを見ていく．
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